
　 診る
 1 心腎連関とは（総説）
 2 高血圧患者を心腎連関から診る
 3 肥満・糖尿病患者を心腎連関から診る
 4 HFpEFを心腎連関から診る
 5 蛋白尿を心腎連関から診る

　 識る
 6 心臓－脳－腎臓の連携を介したレニン・
  アンジオテンシン・アルドステロン系の活性化

7 心臓－脳－腎臓の連携を介した
  交感神経活動の活性化
8 心不全での心腎連関におけるナトリウム
  利尿ペプチドの相対的欠乏
9 Compromised nitric oxide（NO）bioactivity

10 循環－神経－免疫－内分泌系の相互作用
  による心腎連関と病態拡大
11 加齢が心腎連関に及ぼす影響

　 治す
12 心腎連関を考慮した心不全の薬物治療：
  SGLT2阻害薬を中心に
13 心腎連関を考慮した高血圧の薬物治療：
  ARNIを中心に
14 貧血を治す：腎臓内科の立場から
15 貧血を治す：循環器内科の立場から
16 炎症を標的とした治療介入：ZEUSトライアル
17  腎神経アブレーションの軌跡と現状
18  水素の降圧効果と心腎連関

特集 心腎連関を再考する
企画・構成／佐野元昭

Expertise

Expertise

次号予告

6月号 掲載内容

2023年
5月9日発売

Back Numberバックナンバー

2023年3月号 二次性心筋症集中講座 企画・構成／奥村貴裕

診る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 1 . 心筋症の概念と二次性心筋症を疑う身体所見 久保 亨
 2 .  心筋症を心エコーで診る 根本佳子，北井 豪
 3 . 心筋症を CT，MRI，核医学で診る：検査の選択と診るべきポイント
   北田諒子，泉家康宏
 4 . 心筋症を心筋病理で診る：光顕，電顕，質量分析法 尾上健児
 5 .      ［Expertise］ ICUでよく診る病態：敗血症性心筋症と尿毒症性心筋症は

どこまでわかっているのか？ 平岩宏章，奥村貴裕，室原豊明

識る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 6 .  神経・筋疾患と心筋症：ミトコンドリア心筋症，筋ジストロフィー，

筋炎合併心筋症 瀨口 理
 7 . 頻脈誘発性心筋症：発症メカニズムを識る 坂本隆史
 8 .  心筋炎アップデート：疾患概念の整理と診療の課題 多田篤司，永井利幸

 9 .  糖尿病，アルコール，肥満と関連する心筋症：概念と病態を整理する
大谷朋仁

 10 . ［Expertise］ 中性脂肪蓄積心筋血管症ってなに？ 中野雄介
 11 . ［Expertise］ Marfan心筋症 武田憲文

治す ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 12 .  心臓サルコイドーシス治療の現状と課題 鍋田 健
 13 . 心アミロイドーシス治療薬の使い分け（ATTR-CMとAL-CM）

南澤匡俊，小山 潤，桑原宏一郎
 14 . 心Fabry病治療アップデート 大野嘉寿人，前川裕一郎
 15 . 二次性心筋症の心臓移植適応を考える 中村牧子，絹川弘一郎

〈連載〉心臓の解剖【知っておきたい知識 －疾患の病態生理から治療へつなげる解剖学－】
 第22回　肺静脈（基部）構造の基本と疾患 井川 修

2023年4月号 心血管疾患の栄養管理 企画・構成／野出孝一

診る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 1 . 心不全患者における栄養アセスメント～「心不全患者における

栄養評価・管理に関するステートメント」を中心に～ 小幡賢吾
 2 .  心血管疾患患者の栄養アセスメント 松本知沙
 3 . 心血管疾患におけるサルコペニア・フレイルのとらえ方 小幡裕明

識る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 4 .  心血管疾患とリスク因子の基礎知識 久保 亨
 5 .  心不全進展ステージに応じた栄養管理の考え方 佐藤幸人
 6 . 高血圧・心不全と減塩 北岡かおり，矢野裕一朗
 7 . 心血管疾患と腸内細菌叢 大谷朋仁

治す ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 8 .  慢性期における栄養管理 中山寛之
 9 .  超急性期における栄養管理 川久保裕美子
 10 . 慢性心不全における低栄養への介入 肥後太基
 11 . 栄養と心臓リハビリテーション 小笹寧子
 12 .  社会的アプローチによる減塩 水野 篤
 13 .  心不全患者における食欲低下の評価と介入

～看護師の視点からみた多職種チームによる栄養管理～ 鷲田幸一

〈連載〉心臓の解剖【知っておきたい知識 －疾患の病態生理から治療へつなげる解剖学－】
 第23回　心臓静脈系構造の基本と疾患 井川 修

2023年2月号 Point of care ultrasound を循環器診療に活かす 企画・構成／瀬尾由広

診る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 1 .  総論：POCUSとFoCUS 山田博胤，藤原美佳，伊藤浩敬
 2 .  胸痛を訴える患者の診断 和田靖明
 3 . 息切れを訴える患者の診断 柴山謙太郎
 4 .      むくみを訴える患者の診断 岩野弘幸
 5 .      ［Expertise］ 非専門医，メディカルスタッフへのPOCUS教育 大原貴裕

識る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 6 . 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）患者での使用法 清水裕章，大西哲存
 7 . クリニック，在宅医療での使用法 三原裕嗣

 8 .  小児におけるcardiac POCUSの活用 瀧聞浄宏
 9 .    ［Expertise］ 人工知能とデジタルトランスフォーメーションで進化する

POCUSの現状と展望 金子智洋，鍵山暢之

治す ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 10 . ショック患者の治療に反映する：ショックの鑑別（RUSH examとHIMAP）
   松本 悠，方波見謙一
 11 . カテーテル治療に反映する 塩川則子，出雲昌樹
 12 . 集中治療室での治療に反映する 塩村玲子，山本 剛 
 13 . 慢性心不全患者の治療に反映する 阿部幸雄
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